
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＃為杵|{１場は，－英ボンドあたりのIjliWiWの数字である。１１１所は，、()l1zeLMal･kllfirｲ１１場は，－英ホン ＩｊｌｉｊＩＷの数字である。１１ 所は，、()l1zel,Mal･ｋｕｓＡ・a l(１s(phw8lrzor，
Oskal､,Wtlcｶﾊﾞ"lgc"(/c'.Ｗ()仏1V,Stuttgal､t,1992,1)I).151-3であるが,1874-79ｲﾄﾞについては,一
随後６ケ１１払いの為符手形のI1lj9であり、1880-9`1年についてはliiﾙ1ケ月払いの下形のｲ'１場である。た
だし，原友では上海両の'１|場が示されているので、、;(表の数字を1.1032で除して，Ⅲ!(ＷＴＩ,iの｜'１場とした。
#＃Ilollgkollg＆ShanghaiBallkinlLrC()1,1〕oratioll
##＃Russcll＆ＣＯ． 
＊01.i(PIltalBallkColl〕oration
＊＊Ｊ&ｗ(lill〔,，Ｍａｌｈｃｓｏｎ＆ＣＯ．
＊＊＊I)〔)(1Ｗ(､１１＆ＣＯ．
＋原門は,ｆｌＶｌ
＋＋11;｛炎には)｝jl息７厘と書いてあるが，それでは(|ﾐ利36.’１Ｗこなってし氷う。
おそらく１１mの誤りであろう。ここでは，川息として示さｵ'ている数字はすべて月息の誤りと勝えてf１判に換
算した。
＋＋＋I〕(Ddw(pⅡ＆Ｃ()．
＄TelgeulldSchl･octel・
＄１１ｍ)cutsch-AsiatischeBallk 
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3６災系国際銀行とアジア，l890-l913fl2（６）
ll11IflGlIil政府当事者の外交経験の蓄械によ(〕,
iill券発行業務の収益は，このような高率ではなく
なった。
虹にまた，フランスの資本輸|{|能力は，1895年
以降，急1V）した。1895-1913年の資本輪''１額は，
フランス21,723百万フラン＝ｆ861.3両)j，（|：平
均［`15.3百万、ドイツは，7,81`'百万マルク＝［
382.5百万，年平均r201百万であり，英国の［
2,181.6百万，年平均Ｅ115.0百万に比べて，フラ
ンスの資本輸出は，その２分の1弱になった。ド
イツの資本輸出額は，前101に比べて特に｣(ｳ大して
はいない。
しかしながら，「1済戦争後の対｢|I投資の助きは，
投資による直近の利益よりも，むしろ政ifl的な!｝ﾘ）
きによって規定された。ｌ]漬戦争での''１[１１の''1(戦
を機に，アフリカ分割に続いて｢'１回分;I(11をﾘﾐ｣)ｌし
ようとする構想が現れたからである。その前提と
して，’'１口の領土内に，列強各lIilは，勢ﾉﾉ範ｌｊｌｌ
ｓｌ)horcsolintel･estを設定して，その１'１での経済
i[剛｣について自国が優先権を持つことを主｝}iし始
めた。そして，勢力範'111内での各国の侭勢性を保
|Hfするものは．自国の資本による鉄道の建設であっ
たところから，鉄道建設借款の供与についての，
ﾀﾞll1iillllの競争が激化した｡鼬しかし，義和mjliﾋﾞｲﾙ
と［|露1iWIの結果として，中国分割の現突性は失
われた。さらに，鉄道建設借款の供与についての
ﾀﾞlli1i1IIllの競争が生じ、それは，’'１国政l((｢にとって
よりｲ丁利な糸(！':の提示につながったところから，
ﾀﾞIl1ii諸lIilは国際シンディケートを組織して．ｌｌ１ｎｊｌ
に即Ｉする統一戦線を組むようになった。l909flzか
らの湖広鉄道借款（湖広鉄道とは，漢ロー広卯〔鉄
ｉｉｉ[と澳口一四川鉄道をさす）をめぐる交渉が，’１１
際シンディケート結成の機会となったのである。
このような動きの''１で，’'１国における英国の金融
(１１樅lMiを代表するＨＳＢＣも．以前のような帆,!ｉ
１１１影判りlを持ち続けることはできなくなった。
他方，ＨＳＢＣは，中国だけではなく，’三|ｲと
シャムの外債発行にも関与するようになった。’'’
1111の外IiIi発行額も．日清戦争賠償金（２億３千万
lil(平iiIii＝２億5,208万上海両＝ｆ37.8百万)腿’と雑
ｲ'11］Iilili争賠悩金（４億５千万上海iilii＝ＩＣ67.51"ｉ
ﾉﾉｿ’の支払い義務の発生と，鉄道建設の本格
化（ｌｌ１ｌＦ１の鉄道総延長は，1894年312kⅢ→l903fl：
前表における借款は，計39件であるが，内221ノト
について香港'２海銀行が関与していることは，１１ミ
|]すべきことである。金額としては，39112の合計
金額，12,626,100ポンドに対して，香港｣蔦illj銀行
UL1与の22件の合計は，8,401,800ポンドであり，
1/f人総額の３分の２に相当する．
さらに注意すべきことは，上表は，iTIillilの'''四
１１１１ﾉＯｊ政府の併入総額であり，外債発行をI,剛ない
(|『人を含むことである。上表の39件のＩｌｆ入れ(/)う
ち，ＨＳＢＣによる債券発行額は合計で，6,955千
ポンドである｡稲
この'01の純益と発行益を香港ドルから災ボンド
に換算すると，純溢の合計は。2,713千ポンド，
ilIilnIl1i発行論の合計は，559Ｔボンドである｡７７つ
より，発行旅は純益の20.6％であり，発行ｉｆの発
行額に対する比率は，8.04％になる。ﾆｲlは，Ⅱ１
２１１の高収益であるといわなくてはならない。しか
し，このような高収益が得られたのは，ウミ系銀行，
特にＨＳＢＣが，｜｣満戦争以前にはこの業務につ
いて半独占的地位にあったからである。すなわち，
パリ，ペルリンの資本市場は，いまだに規棋が小
さく，そこで発行される外国証券は主として三Ｊ一
口シバの小国のものが主ﾉﾉであったから，IlllJilII1i
を発行する余｣ｌｕは大きくなかった。そこで．災瓜
フランス．ドイツの1883-94年の資本輪１１１総額を
比べてみよう。英国のそれは，jB87L2iPi）j,78イ|：
Wf1L726百万，フランスは，4,985百ノブフランー
［197.7百万，年平均Ｅ16.5百万79ドイツは，５，０１５
１１１万マルク＝lj245.5白ﾌﾌﾞ，年平均20.5百万であ
り,鯉'フランス，ドイツの資本輔''１の規樅は，ウミ
lIilのそれの４分の1に過ぎない。廼に，’'''11のlIl
lﾉlIli情についてのjWI識，情報もフランス，ドイツ
では十分ではなかったであろう。滴lIl政府とのllli
lill(も外交ルートに限られていたであろう。しかし↑
1880年代から，非英系銀行である横浜i}ﾐ金銀行
(|)}|設1880年)，独jili銀行（同1889ｲﾄﾞ)，露jlli銀行
(|(jll896ｲ｢)，インターナショナル・バンキング.
こ]-71ルーション（同1902年）が設立され，かつ，
インドシナ銀行とオランダ商事銀行８１が，ll1llilに
文1,1iを設けて，為替取り|と貿易金融業務に参入し
てきた。これら銀行が｢'１国政府債，鉄道証券など
の発行にも参入してきた二とと，lll囚人の民族]ミ
義,ぱ識の商揚（国権１回1収運動)，滴ＩＥＩ政府および
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綿↑;(志|Ｉ一策43巻２号2006fl27）１３７
4,230km、→１９１１ｲ|=9,680kⅢ.)＆〕により，人きぐ墹
人していった。しかしながら，すでに述べたごと
く，’三|滴iliIW1後の''1国債発行市場も，’'１匹|におけ
る金融Tlj場も，非英系国際銀行の進'１１によって、
大きく変貌しつつあった。それをHSB()に実感
させたのは，［１滴戦ｲﾄ賠償金支払のための最初の
情国外傭発行（1895年７月）が，ロシア政府0)保
証付でパリで苑行されることになったことであっ
た。（金建Ｉ(陥利付''１華帝国債４億フラン＝[15.9
百万)繩‘
これに対抗して，ＨＳＢＣは，独Ｉｌｌｉ銀行と協定
を結びｍ第２１m111%償公債（i11華帝国111(府５％利(､ｌ
英ボンド述Ｉｉｌｉ，1896(|Z３月）額面fI6iglﾌjは，』卜
分がロンドン，半分がペルリンで発行された。そ
ればかりではなく，ＨＳＢＣは，ｿ６行千敗料を４１
初の要求(ノル１％からｌ兜に引き1くげなくてはなら
なかった。そうしないと，フランスのコンソーシ
アムによって発行されるおそれがあったからであ
る｡Ｓｍ第３１n1IWfIii公憤（1898年３１二l）額i｢Iil6百万
ポンドもほぼ'１１じ条件でロンドンとペルリンで発
行された勤再
第２１両111((1,i公IL1iによるＨＳＢＣの純jllW、リ|受
手数料を除いて．［130,415であった。これは，
HSBCがロンドンで発行した額、８１，iル|〈ンド
に対して，1.63％になる｡ｓ９
ところで，189(i年における｢'１国Ｉｉ１ｊ発行からの利
益は，li21フノ杏港ドル（＝［107,675.ただし，
同年のロンドン宛一覧仏手形の'11場１１＝息9.2872
で換算）を」:1m|っていたが、このうl>，iIl硫勘定
に反映されたのは，ＨＫ＄328,000＝［35,317（換
算率は上とliilじ）であった。残りは、｜ﾉ１部準Illi金
inncrr(ps(Ｐｗ(1ｓに&!(み込まれた。つまり，この'1ルミ
から公表さ;|[たl1Mlf勘定は．証券発行からえられ
た純益を反'1リルなくなったのである｡!Ⅲキングの
『香港銀行山Ｊ第一巻，第三巻でも．1889｛'三から
は，純益の''１での''１国債発行益の比率を示すこと
はしていない。しかし、’896-1913ｲｌｆにおける｢'１
国の公債発行総額のなかでＨＳＢＣが発行したも
のの金額と比率は，キングの著書の''1のいくつか
の表からlUlらかにすることがｌｌｌ来る。そｵlは，次
の通りである。
（iWjボンド）
1．ififMli｣:i↑Iijl(↑T以外の外銀の苑ｉＬた（)の'Ⅷ
45.87 
２．ｉ１ｆＭｌｉ化ifIjjll行の発行したもの
（仙１１１１銀1『とり)ILn発行のうちの｝IS1lC発行分を
含む)聖３６２６
３．ｌｌＳｌｌＣとの共同発行のうち独DllijlWTの分
25.11 
小合計Ｉ107.24
すなわち、ＨＳＢ()のシェアは33.8帖にすぎない。
ただし，IISBC以外の発行分の''１には，ｉ>〔系のＣ・
ＢｉｌＴＩｌＣｌ･isl)＆ＣＯ.、Ｐａｕｌing＆ＣＯ.，Ｌｌ(Ｌ,Ｓａｍｕｏｌ
＆ＣＯ.,Ｌｔ(１．およびPekinSvll(li(､at(、（英仏合弁）
の分である［３().8百）jが含まれているから．英系
のシェアは，６()妬弱になる。他方，」表でＨＳＢ
Ｃ分とした''１に，1913年の善後惜秋［25百万のう
ちの災'１１分'11分であるＥ５百ﾉﾌﾞが合よれていろ。
これは，１１；ＩｉＩｉｆにはBritishGl･oul)の発行分であ
り，このグループの｢'1でのＨＳＢＣのシェアは33
9(1でしかなかった。これを考噸に入れると，ＨＳ
ＢＣの発行は，［32.9百万，シェア30.7％という
ことになろう。いずれにせよ，「Iiili戦イト前の起債
市場において英系，特にＨＳＢＣが半独占的地位
にあったのとは，様変わ()の様'11を示している。
この［３２.()百万によって得らオ'たＨＳＢＣの純
1iilMi，いくらになるかはllli定するほかはないが，
かりに上記の第二回賠償公Ifj（181)6｛I』）について
の純HiW)率である1.63％をこれに』にずろと,露［
536,270になる。1896-1913年のＩＩ１ｌのＨＳＢＣの純
益合計は，炎６．１によると，［9,152戸｢である。
'１１国外IlIi発行益である2536千は，これに対して，
5.9Ｗこしかならない。とは言え，この111F代には
''１国外Ｉｌｌｉだけではなく'二1本国外ＩＩｌｉ１'１．シャム国外
債などの発行が付け力Ⅱわっている。たとえば，
1906年I:１２１０|の純益は，［1Ｋ＄２．７７i)『（＝ｆ２８３
Ｔ）であったが，うち12％は，シャムlL1償，中国
５％利卜llIqi，東京市債の発行によってえられたも
ので`あつ/こ゜〔応1895-1913年の'１Mに，ｌｌＳＢＣが関
与したロンドンでの証券発行は，次の炎６．］7の
通である。
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3８英系国際銀行とアジア、1890-l913flz（６）
表６．１７．ＨＳＢＣが関与したロンドンでの証券発行に000）
j1i同発行者発行額
3,000.0 
10,000.0 
６，０００．０ 
発行価格
96.50 
98.75 
99.00 
名称発行年月
1895.2 
1896.3 
1896.9 
1897.5 
1898．3 
1899.2 
1899.6 
1900.4 
1902．7 
1902.10 
1902.1 
1904.5 
1901．7 
1904.11 
1905.2 
1905.3 
1905.3 
清同政府６舵利付債
清国政府５％利付債
清国政府５'9iflI卜'億
日本帝国５分利付公債
￥43,000,000 
清国政府4；鉛利付債
清国鉄道５％利付債
日本帝国４分利付公債
ＣｉｔｙｏｆＢｏｍ１)aylmprovcm(ｍｔ 
，.Ａ・Ｂ
Ｄ．Ａ、Ｂ
ＣＢ.,Ｙ､Ｓ,Ｂおよび
CapitalaI1dCountiesB 
D.Ａ，Ｂ、
4,389.6 
16,000.0 
2,300.0 
10,000.0 
101.50 
90.00 
97.00 
90.00 Ｙ、Ｓ、Ｂ・；ＰａｌＴ'ｓＢ鯵：Ｃ、Ｂ、
99.00 
9800 
333.3 
９１．９ 
Ｔｒｕｓｔ４９ｆＧｕａｒ､Ｄｅｂ 
横浜市水道公債￥900,000
日本帝国５分利付公債
￥50,000,000 
大阪市築港借入金
Ｌ1本帝国６分利付第一･llJ1公債
消国鉄道５％利付債
（上海一雨点線）
ロ木帝国６分利付第二回公債
清国政府５外債
シャム王国4＋外利付債
日本帝国４分半利付
第一回公債
日本帝国４分半利付
第二回公債
日本帝国４分利付公偵
東京５分利市債
清国鉄道５％利付債
（上海一南京線）
シャム下図４十船利付債
｜｣本帝国５分利付公債
渚|型鉄道５％利付債
（広東一九竜線）
南iiiiWIl鉄道会社社債
（５分利）
楕国政府５％利付債
（天津－１iii[1線借款）
渚|工|政府５外利付債
（上海一杭州一寧波線借款）
マニラ鉄道会社`1％利付
“Ａ,，Ｄｅｂ、Bonds
清国政府金建債
ロ水興業銀行債券５分利
南満jlll鉄道会社社債（５分利）
大阪市債（５分利）
清同政府５兜利付債
（犬ifl1-iilil-1線）
横浜ilj債（５分利）
ロ本帝国４分『'１付公債
マニラ鉄iii会社（南部編）
一番抵当４％社債
CapitalandCountiesB． 
5,104.2 
357.3 
6,000.0 
2,250.0 
6,000.0 
1,000.0 
500.0 
100.00 
99.00 
90.50 
97.50 
90.50 
97.00 
95.50 
BaringB1･Cs,；Ｙ、Ｓ、Ｂ、
Cal)italaIl(ｌＣｏｕｎｔｉｅｓＢ・
ＰａｌＴＩｓＢ；Ｙ、Ｓ,Ｂ
ParrisB；Ｙ、Ｓ､Ｂ、
，.Ａ・Ｂ
ＣＢ． 
15,000090.00 Parr,ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、
1905.7 
10,0000 
6,500.0 
1,5000 
650.0 
1,125.0 
11,500.0 
9000 
90.00 
10000 
100.00 
98.00 
99.50 
Parr，ｓＢ.；Ｙ、Ｓ、Ｂ・
PalT'ｓＢ.；Ｙ,Ｓ､Ｂ・；Rothschil(Ｉｓ
ＰａｌＴ０ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、
1905.11 
1906.7 
1907.1 
1907. 
1907. 
1907. 
３ 
４ 
Parl･ＩＳＢ.；Ｙ,Ｓ、Ｂ,；Rothschil(1ｓ
1,500.0100.00 
4,000.097.00 
1,1]0.098.75 
1.500.099.00 
1907.7 
1908.3 
1908.5 
1908.7 
PalT'ＳＥ；Ｙ、Ｓ,Ｂ，
，.Ａ、Ｂ，
1,250.0 
2,500.0 
LOOqO 
2000､0 
3.084.9 
７４(10 
716.5 
11,000.0 
83.00 
98.00 
97.00 
97.50 
97.00 
100.00 
98.00 
95.00 
Ｓｌ〕eyerBros・
ＢＬ 
ＰａｌＴ`ｓＢ.；Ｙ、Ｓ、Ｂ・
PalT`ｓＢ.；Ｙ・ＳＢ・
PalT`ｓＢ.；Ｙ、Ｓ､Ｂ、
，.Ａ・Ｂ
ＰａｌＴ０ｓＢ；Ｙ，Ｓ､Ｂ、
ＰａｌＴ,ＳＥ；Ｙ・ＳＢ．
1908. 
1908. 
1908. 
1909． 
1909. 
1909. 
1910, 
1910. 
、
Ⅱ
⑫
４
６
７
５
７
,lｌＬＪ86.00 ＳＩ〕eyerBros．
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ii1ilri政1(1)５ｸ{利卜ｌＩＬ１ｌ
(天il1-i1lil-1線iili充|H:秋）
１１１櫛)||鉄道会社ｉｌ:'1１１
1910.11 
1911．］ 
1,110.0100.50 Ｄ、八．１〕．
（`１分>ltf11）
iiIilIil政府５％ｲﾘﾄ１１，
(iIll肱鉄道減'１１(』L余命皿
6,000.0 
1,500.0 
98.00 Pil】､1.,ｓＢ､；Ｙ、Ｓ」}．
Ｉ)．八．Ｂ・；ＢＬ；ｑｌＰ・Morga1I；
I（ｕｂｌ１，ＬｏｃＩ)iFirstNHltiol1alB・i
N8ltjolllu1CityB． 
]〕&'１．r､ｓＢ.；Ｙ，Ｓ、Ｂ、
B【11.ｉｎｇＢｒ()s・；Ｌ()】l〔ICI〕Ｃｏｕｎｔｙ＆
Wcstmil〕stcTB.；ljarr，ｓＢ.；
Ｊ、Ｉ{．Ｓ(Phl･ＯＧ〔ler＆Ｃ〔)．
1９１１．６ ｌｌ 
ＩｌＩｉ秋） 100.5(） 
１１〔京ilj仇（５ｸ)fll）
’'１華氏|mjlklll｛
５`ルドlⅡｌｉＭｌ
糠後Ｉｌｆ;ljW（
1９１２．２ 
１９１３．３ 
3.175.0 98.00 
7,416.7 90.00 
(tli）ｌ).Ａ､Ｂ・＝1〕cutsch-Asi8lti罰(9)l(PIB81I1k,ＣＢ.＝charter(xlBHlllk(〕「111(1i&1,Allstr&lli6lall(1China,Ｙ､Ｓ・
Ｉ〕．＝Ｙ()k()l1nnlaSI)ｃｃｉｃＢａｎｋ，Ｂ、Ｌ＝l〕Hmque(lel,I､(Iocllin(Ｐ
(}１１所）T1ollgkolug8m(IShnlMFhiliBlmkiIlgColl)oration,，〃α"ルパハル,q(lごj"〔?,Vol・ＸＣＶＬＩ〕〔!(?､1913,1〕I)．
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表６．１７所収のロンドン市場での発行iiil;券の額
面総額は，［169,615,900という巨額に達する。
しかし，その大部分は他の銀行とのjLlnI発行であ
るので，ＨＳＢＣによる発行額は，発行iWiを共同
発行者数で|燃したものであった，としてｉｉｌ･;，:する
と,錫ＨＳＢＣの発行額は，ｆ66,731,400である。
すなわち，ＨＳＢＣのシェアは，39.3船であった。
これらの証券発行の個々の案件，特にllIl1jlにおけ
る鉄道建設を'二1(ｌｌ１とする１１'国外'11(発行は，当１１Ｗ）
英国での外lZjlll1i発行の''1では』Ｗ'|であるが，ひも
付き借款であった。これは，jLlnl発行者であった
独仏の銀行が，自行の発行分については，鉄道の
技師長と経l1l1iI(柾昔の征命椛，ｆiｲｲの侭先＃1納入
権を主張し、英国銀行ｌｌｌもそれに対抗して，同じ
権利を主張せざるを得なかったことによるもので
ある。このNiのひも付き条件も，列|工''１１１の硫争と
中国側の民族主義的意識の荷まりのために次第に
ゆるいものになっていった．しかし，このｌ１Ｉｉ題は
それ自体が，ひとつの論文の主題とり-べき複雑な
経過を含んでいる。ここでは，そういう'|(１１ｍの存
在を指摘しておくことにとどめておく｡9７
こと．銀述貸lllを'''1ぱすための迅速な怠忠決定を
することがⅡ|来たこと，それによって東洋にある
欧米系i雌|:の為替１Ｍ|を自行に収i)|することが出
来て，利溌jlfと為i替益を｣御大させることがIll来た
こと，l880fl二代までは''1国の111ﾘ&・地方政府へ高
利での貸付を行ったこと，その後も''１国政府外債
発行のlll当の部分の発行主幹斗i銀行となり，発行
額の額、について１％プラスαの手数料を得るこ
とが}Ⅱ来たこと，によるものである。とは言え，
日iili1liMl後の束アジアでは，フランス，ドイツ，
ロシア，米'11,「|水系のlIil際銀行の純ｲ'圧力が強
まり，災系銀行の半仙,liil(1｣'11位はりﾐなわれ始めた。
しかし，20111:紀初蚊にはアジア諸国の貿易額は大
きく１１１１び始め，その｢'1でＨＳＢＣの総賀産の成長
率も上昇し，利益率も高水準で維持された。すな
わち、1900-13年の平均を取ると，年ｌＩｌｌ純益は，
平均で(|:［531千，総武産の平均は，ｒ30,096千
であるから，総資産fIlllf率〈|ﾐ平均は，Ｌ76％であ
る。チャータード銀行の|前11911111について年平均純
益は，［2'17千であり，総資藤の平均は，Ｅ20,177
千であって，総資i料llilf率は，1.22％に過ぎない。
この烙差の一つの原１Klが，束アジア諸国の外債発
行に６１(M1(1(]にIIU与する努ﾌﾞﾉを払ったかどうかにあっ
たことは，｜ﾘ１口である。それは，発行手数料だけ
の|ﾊ}題ではない。発行した外Ii1iの発行|、手取金の
送金，発行手取余によるfT材，兵器の１１附入にかか
わる為替売側からのlllf金がこれに付け加わり，さ
らに，発行証券の元利払の取り扱いによる手数料
があった。チャータード銀行も，1910年代になる
とようやくこれを意識するようになった。1912-
Ｄ・結論
ＨＳＢＣは，188’1ｲI:のオリエンタル銀行の破産
とチャータード銀行など他の災系銀行の銀本位諸
国からの資金i)'1こげによって生じた空Ⅲ|(に躯じて
業容を一気に拡大し，東洋最大の英系国際銀行に
なった。それを可能にしたのは．水li1iが香港にあ
り，銀建ri余を1m入れる能力と|虹宜を有していた
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げられ，ベアリング商会ＢａｒｉｎｇＢ１Ｄｓ．＆ＣＯ、
が25％，ロンドン・シティ.アンド・ウェストミ
ンスター銀行，パース銀行，シュレーダー商会Ｊ・
HeI1rySchl･oedel･＆ＣＯ・の３銀行が各14％とい
うことになった｡，，
晟後に香港上海銀行の諸店舗の純益の状況を見
ることにしよう。これによって，同行の活動の地
域的分布が判1リル，業務の重心がどこにあったか
を見ることが出来る。キング『香港上海銀行史』
に収録されている限りで，店舗別純益の分布を見
ることにする。ただし，これらは取締役会の会議
１１１メモから取られた数字であって，多くの店舗に
ついての純益は，たとえば、Ｓ800,000というよ
うな概算の数字でしかない。そのために，公表さ
れた損祐計算書の数字とはややことなっているし，
本店の数字の１１１にロンドン支店，リヨン支店．ハ
ンブルク支店，サンフランシスコ支店の数字がふ
くまれていたりするが，概観をつかむことはＨ１来
る。表４が，それである。
１３１１ﾐの中国善後借款ReorganizationLoalusは，
総額がL60TZi万にもなろうという巨大案ｲﾉﾄであっ
た。それは，英，独，仏，露，｜]の５カ国を代表
する銀行団が発行することになっていた。英国を
代表するBritishGroupは，当初は，llSBC，
Ｂｌ､itishalldChincseColl)oration、PokinSyll(|i‐
catc，ChincseCentralRailways，Ｌｔ〔1.,Yangtze
VallcyCo、からなり，すべてＨＳＢＣの関係会社
またはジャーディン・マセソン社などとの合弁会
社であった。チャータード銀行は，ＨＳＢＣのみ
が英国を代表することは不公正であるとして外務
省に異議をIi'し立て，ＨＳＢＣもチャータード銀
行の|前1グループへの参加を認めたが，しかし，債
券の元利払の分担，其の他の為替取引への参jlllは
一切認めず，ただ発行爺の分与だけを認めた。チャー
ダード銀行は，これは為替銀行としての同行の存
在を否認することになるとして，グループへの参
加を見送った｡“結局，同グループは，1912年１２
)二}に改組され，ＨＳＢＣのシェアは33％に引き下
表６．１８．香港上海銀行の純益の地理的分布
（fOOO） 
1887年下半1111898年下半期1902年下半期
本ｌ１Ｔ52.4＊146.9＋本店73.Ｏ
ニューヨーク０．３ニューヨーク一Ｌ７
｣梅３Ｌ４率．68.5+＋」二海６３．３
横浜（含i１１１戸）１５．７６８５横浜５９．４
シンガボール（含ぺナン）１２．２２４．５シンノノボール１Ｌ９
マニラ（含イロイロ）１．９２９．４マニラ３１．７
バタヴイア（含スラパヤ）２．６ｎ.a．バタヴイア７．９
イン「・セイロン諸店－０５ｎ.a．バンコック９.５
ロンドンｎ.a．ｎ.８１．．コロンボＬ６
合計116.2合計３６２３ラングーン－１．０
公表利益９３．９公表利益393.2ポ」舌記以外の勘定－２L４
差額＝不良資産引当準備金２２．３合計234.3
公表利益２２ｑ８‘
（注）香港ドルから英ポンドへの1887年1898《Fl902fl二
換算相場［ｌ＝ＨＫｓｘ ６．３８１０．２１12.63 
】1.a・不明
＊含サイゴン-0.5，サンフランシスコ9.1,厘Ｉｌｌｌ２」，福州-3.0，リヨン－１．７：本店だけの利益は、４６．６
＊＊北京一ｑ５阯天i三112.9，瀧口-1.7,＿tiIlj306
＋含リヨン，ハンブルク，ニューヨーク，ロンドン，１夏門，福州，サイゴン，サンフランシスコ，バン
コック
＋＋含北京，犬１１１，漢、
＃合計と公表利益が一致しないのは，各店舗の純益が見込みによる概算であるためである。
（''1所）Ｉ《illg,Vol１，Table9.9,1).328,Ⅲ192.King,ＶＯＬ２，Table1.7,1).60,ただし，換算相場は，
1887年については，ｌ)cllzclalI(lSchwarzcr,Ｃｌ).Cit.,I).105.其の他は，公表ＢＳにボンド建配
当額を香港ドル建仁換算するために１Mいられた'１１場である。
ＴＡＦＥα"んers'Ｍｎｇａｚｉ"G,各号。
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表６．１８で1U)らかなどとく，香港｣宅ii1j銀行のｲI｜
益の大部分は，’１１国および日本におけるilIhlﾘﾉから
得られたものである：なお，表６．１８０ﾙＭ純益
の｢'1に'よ，ロンドン店の純益も合算されているが，
同行は，節税のために，ロンドン店ではｌｌＩ来るだ
け利益を計｣しないことにしていた｡Ｍｘ，イン
ドとセイロンには，カルカッタ支店（|Ⅱ|識，１８６７
年)，ボンベイ支店（同1869年)，ラングーン支店
(１両11891年)，コロンボ支店（|可1892ｲ１１（ノンI支店
を有していたが，業績はいたって不llfであったよ
うである。これらの支店の存在理''１は，il1lI1がイ
ンドから人品のアヘン，綿花，綿糸などを輸入し
ていたことに関係していた。インドからの輸入
額は1870-72<I2jﾄﾞ均17.7百万海関iiU＝［5.3ｎ万→
1890-92ｲ|:平均12.2百万海関iilji＝［2.7百万→
1911-13イドル143.99百万海関両＝Ｅ5.711i万とい
う推移をたどっていたので，成長率は殆どゼロに
近かった（これは，アヘンの輸入が急激に減少し
たためである)。他方，中国の対インド輸Ⅱ|は，
輸入に比べて極端に少なく，片為替の状況にあっ
た。インドからの輸入は，1870-72イドWflの｢'１国
の輸入総額65.8百万海関iLiに対して，26.9％，
1911-13年平均の輸入総額518.2百万ii1ilIUiil'iに対
して8.5％となっている｡Ｍこの輸入代金支払の
ためのルビー処為替の需要に応じるためには，イ
ンドの主要地に文Ⅲ!iを有することが不nl火であっ
た。すなわち．在''１国本支店が在インド文111｢払い
の銀行為待を光AIIすれば，中国本文Aliは，インド
支店に対してlY7j超，すなわち債務岨になる。在
｢'１国本支店は，ロンドン店にある目ﾊ!『のinけ金な
どの借方{ﾘﾉ定から、インドのプノウンシル・ビルを
買って，インド支店にそれを送って決済をしてい
たのである。このやり方では，為特売!｣(ｉｉｉは['１[玉｜
本支店のほうに付けられ，インド文111iは，行内勘
定につけられる利子しか取れないことになろう。
しかし．実態(１１には，この取rjlはｉｌ１ｌＥ１とインドの
店舗''１１の協ﾉﾉによって可能になったものなので，
利蔬も均等に１Ｗ)されたものとして、計算しない
と，純益源泉のjuHIl的分布は歪められることにな
ろう。とはいえ，この点を考慮したとしても香港
上海銀行の１円幼のＴｌ１点が，東アジアにあったこと
はＩＵｌらかである。
Vll、おわ'）に
水論文は．鋪一次大戦前にアジアにおける営業
を三i:たる堆務としていた英系国際銀行である香港
上海銀行，チヤータード銀行，マーカンタイル銀
行の三行を対象として分析した。これら三行は，
英llJ1でのjUl称が東方為替銀行ＥａｓｔＭｌＥｘ(vhange
Ballksといわれていたことが．端的に示すよう
に，業務の二iZ体を商品貿易から生ずるアジア諸国
の迦貨とｕｌ際迦貨である英ボンドのＩｌＩｌの外1m為替
収『)|におき，これに関連して，輸ｌｌｌ前隣金融と輸
入はね金融をiWi社に与えることによって，利益の
大部分を生みlIIしていた。但し，銀行ごとに特色
があり，ややiIiL暴なくくり方をすると，香港上海
銀行は，マーチャント・バンキングを雅営して，
'11国と［１本の外債発行の引受けにＷｌ恢的に関与し
て，そこから派生して生ずる元利金支払サーヴィ
スをおこない，発行主体であるアジアの政府，企
業の欧米からの資材輸入に伴ってﾙﾐずる外囚為替
取り|などからの利益も得ていた。チャータード銀
行は，その徴業の中心が，インドと東南アジアに
おかれていたこともあって，対''１|]n．対日本の資
本輪lllブームに乗り遅れた。その利縦の主体は，
第一次大戦直前まで，外lIjl為替取り|と貿易金融業
務から1(｝られたものであった。マーカンタイル銀
行は，その利益源泉の主体が，fll錐Ⅱfであり，英
本IIlで低利で取り入れた資金を，徴紫対象国内で
の貿易金融（輸出前貸金融と輸入はね金融を含む）
においてjililllすることによって．他の二行の業務
のhli光をしていたのではないか，とAllわｵlる゜そ
して、マープノンタイル銀行は，そのiii身のチヤー
タード・マーカンタイル銀行が，チャータード銀
行と肩をilliくる存在であったのとは，比べ物にな
らないほど小規模な存在になっていた。
これらの英系lE1際銀行の成長は，’890年までは
Ｉ１ｉｌ調であったが，1890年代には，1890年のベアリ
ング恐慌，1893年のオーストラリア銀行恐慌。
同ｲ|ﾖのインドの銀本位離脱，銀(llli橘の急落（標準
銀１オンスのロンドン価格は，l890flﾐｲﾄﾞ間平均
47.6875ペンス→1902年同2ｲ0625ペンス)，アジ
アの貿易停滞の影響を受けて，三行のいずれもが
業統の低迷に悩むことになった。香港上海銀行は，
Il1lIiljll(府外Ii1i発行業務で，フランス（ロシアと手
Hosei University Repository
4２英系llil際銀１丁とアジア．１８()0-1()l3Ir（()）
を組んだ）の競ｲ}を受けるようになり，この業務
における)|ｆ独,!i｢Il1llll位を失うにいに)た。1900年
代からは．アジアの貿易のIIllび率がｌｉ１１ｉｕし，１９０２
年以後は銀Illli格もおおむね安定してきたので，こ
れら三行の鰯,'iは衿しいlIjl梅を兄せた。銀価格の
変動の彬郷を除くために，iXpliンＭ１で，アジア
諸[11の岡易のﾘﾘjl('1をとると，次のようになる。
表７．１．アジア諸国の貿易総額とその咽加率
（i7刀英ボンド）
アジフ'ii’災,,，ｆ,§j,f均，'1,,i，，，イミインド米,,【’ドイツ（除ビルマ）（除マラヤ）
1880／２‘15.(）１２.(１９８．７229.1576.(）315.4294.5 
１９()(〕／２６Ｍ５２１１２７」３７(M）７`13.8‘187」476.3
1911／３130.1）1311.(}250.4755.(ｉ1,112.0H2ii3828.5 
年Ｖ均墹率（(〃）
1880／2-1900／２１．７３７．６５１．２７２５１１．２９2.2(）２．４３ 
1900／2-1911／３６．８１８．６６６．３６６．５５３．７２1.1)Ｉ４．９５ 
（l{|所）’'１１１１，’１ｲ【・インド，）'ジブ'iiIのAl(字は，杉原論『アジアllllIYMの形勢と|附造』ミネル'ソパI}房，1996．
卜Ｍｉｌ－３，Ｉ)い'彫10,災lljの数字は．Mitcll〔１１，Ｂ､Ｒ､all〔１１地lⅡ(P,''１１yⅡis,ノ１１)sl'ｗｌ(l/〃"/sﾉlノノislo'･ＩＣ(Ｉｌ
Ｓｌ(ｌｌＭ/(､村,〔yllIll1)ri(１９〔0,1962,1)I).281州l，米国は，Ｍｉｔ(．h('Ⅱ，１Ｍ（.,ノＭＷｌ〔l〃oﾉ!(11ノノＭ()ﾉ･』(ＷｌＳｍｌｉｓｌｉ｢S‐
７，ルハ〃川./(Yｲ付（"l(ノハl（Ｎｉ（l/(1部/(Ｉ，Ｌ()'1(1〔)11,1983,1〕l).5`１２－５，ドイツは，Ｍit(､1】(､Ⅱ，１１．１(.，Ｅｌｲﾉ．OﾉﾉPα'１
ノノis/(〕ﾉﾌﾞ(ｗｌｄＷ(((i射(i(ＰＳノ750-ノリ7(),Ｌ()11(I()11,1975,1〕､490,1Ⅳ１０イI11し．米ドルから災ボンドへの|胤算は，
［ｌ＝1Ｍ.86()．ドイツ・マルクから(ﾉ)それは，［１＝Ｍｋ、２(Ⅲ13の命W6iによる｡
表７．１から，20111:紀初ljj(には，欧米先進国で
もアジア諸囚でもW【易1WﾉⅡ|率がそれuiiiに比べて
著しく上ゲル（いることが分かる。しかし，アジ
ア諸国の貿易1WﾉﾉⅡ率は，ｆｌ皇平均6.55(んであ()，欧
米三lIilのそｌｌは，4.51％であって，アジア諸llilの
貿易1W率は，欧米三|、のそれを人きぐ」:ＩＦ|ってい
る。これが．ｉ)(系'１１際銀行の堆扮のｌ１ｌＩｉｊｌｉに総びつ
いたことは，ｌＵ１らかである。
ところで，レーニンは，１４１１１１雌ｲ}が支配してい
た古い資本三i:義にとっては，ＩＷｉｌＶ１のIiilllが典型的
であった。だが，独占が支配しているｈ１断の資本
主義にとっては，ｆＭＫの輪'''がりｌ１ｌｉｌｌｉｌﾘとなった｡」
(宇高jlL1hli訳，『帝|Ⅱ=i：挺論』Ｖ|波文Ｉ１ｌｉ，195(i，ｐ、
102）という。この議論は．187()<|:以後のlUj界経
済を特徴づけたものが，４１；ilrillZ索であるiWxの国
際移動である，としているのであるが，ｌ１ｉｌ時に労
働の国際移11i))も山｣:空前絶後のⅡ』桃に逃したこと
を無ｉｌＬている｝A(で，－.iili的な縦禰である。それ
はともあれ，lljl際移1ｌｉ１１をしたfT水は，そ(ﾉ)大半が
鉄道，港湾，Hlliljインフラの11識にｌｆ１ｌけられ，そ
の結果が，ＩｗｉｌｌⅡＩ１ＹＹ易の急1Wに結びついた。そこで，
資本輪lllは，ｌＷｉ１ｌＭｊＹ易の成長のためのｲ《１１１欠の要
因であった。とはいえ，その111は，ｌｌｌｉｌｈ１１Ｈ易額を
はるかにrli叩ている．災'１１からアジア（除トル
．）への尚水の流れの放字を兇ると，次のとおり
である。
表７．２．英国からアジア（除トルコ）への資本輸出
（Ｅ百万）
lF1fjfl総額う!）ｌｌ１ｌＩｉｌｌｌイミインド
１８８０－２11.97（).0８０．００６．１８ 
１９００－２８．９０0.9(）ＬＵｌ６．０３ 
１９１１－３１１).3８８.()０１．２１５．０４ 
（'11所）Ｈ１()I〕0,1rvill脛,ｿ加（ﾉﾉ()ﾉﾉ(,lﾉﾒrﾉﾉｏｒｌＱ/Ｃ(Ｊｐｊ－
Ｉ(lノハoﾉ'1（ﾉﾉｗｌｌＥ'71(li'1,ﾉ8術一ﾉ〃LLoll(Ion，
１(XNl,'1､al)IC３０，１)ID.郷５－３Ⅱ’'１，iI1Dlc5，I)I).８５－
１)1，'１､H'1)l(、１２，１〕l)」５１－１(il、'1､&'１〕ＩＣＩ１，１)p,1４５－
１５１ 
｜犬から見られるごとく，フlJ-としてのアジ
アへのif水の流れは，１１W,'Ⅱ１，貿易のＭｉれに比べると，
はるかに小さなものである。また，1865-1913年
におけるアジアの英ｌｌｉｌからの茂木輸入の累計は，
Ｅ513.3Yiﾉjである（Stoll(P,Ｃｌ).(､it.,I).221,1).3`11)。
その利率が５％であったとリーると，1913年の利払
(』tは，［25.7i【｢ﾉﾌﾞであって，こ’'1もｉＷｉ１Ｉｉｉ１,貿易の流
れに比べれば，小さな数匹i･:である。このほかに,
国際銀行にとっては、貿易にⅡ｛うiIIjl苫述賃，保険，
皿偏などの('１１１１の支払がある。ｕＩに，労働の国際
移釛に作)．移民の水１１１送金も，１１１哩な業務であっ
た。l8lj1-l910flZのインド人のiIlj外移民数は，
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経↑;↑志林第４３巻２月200(iｉ１Ｚ７１１４３
4,357,000人とされている（Davis，Ｋ､、ｿﾙﾉbﾉ〕ル
ノatio〃〔〕!//"(/i〔u(''1(ﾉﾉ〕nhist〔I'】,ＰＩ･in〔)ct()]1,1951,
p､９９但し，これは，杉原薫，前払);!｝、１).268よ
り再ﾘl111したものである)。巾[五|からのillj外移民
の数は，正確には分からないが，1854-80年の香
港からの|}１１１１行数だけで．558.000人に達してい
る（Nol･tIll､ul〕,David,`Migrationfl･ｏｍＡ｢l･ica，
Ａｓｉａａｌ〕ｄｔｌｌ〔ＰＳ(〕utllPacifiC，，il〕ＰＯＩ･I(91.,八１１(11．(､ｗ，
０．．７，脈〔Ｍ〕ﾉYﾉﾉﾉistol:ｙＱ/t/ＩＣＢﾉｶﾞZjs/l〃"】ﾉ〕iﾉ･〔?，
Oxford'1999,1〕､92）
日本，インド，IlllIilでのある$1,1度の1:業発展が，
大西洋経済圏との貿易の増だけからでは説lUlでき
ないようなアジア域内貿易の成長を生み||'したこ
とは、杉ljl輔によって説得的に証lU1された（杉ｌ１ｉｉ
薫，前掲書，ｌ)1).13-38)。もちろん，アジア経済
圏と大西洋経済|劇の'111の貿易，貿易外lMl，資本
移動も大きくjiil大した。これらすべてのm1Iきを条
件付けたものは，1870年代から始まる炎ｉｎ・迦信
革命である。それは．1914年の第一次入職までの
間の第一次グローバリゼーションをiⅡき起こし，
国際銀行は，liil大する国際取り|の決済メカニズム
を提供し、取り|の金融をつけるものとして成長し
たのである。レーニン・ホブソン'''1論の影秤の下
で，国際銀行をもっぱら欧米から後進jlll域への資
本輪Ｈ１の導体として捉え，経済的侵略の尖氏とし
て考えるＩｌ１究が数多く生み出されてきた。そのよ
うなＩ１ｌｌｍｉが全くなかったわけではないが，国際銀
行は基本的には国際取引の決済のためのインフラ
ストラクチャーとして捉えるべきものである。
ParｔＬＮＤ､ｌ６この特許状授与は，1853{|：12月29｢｜
のことであった。M8lCk(DIlZiC，CoII11】t〔)11,ノ{Ｃａ/"ｌＳ
ｑ/Ｓ//ｗﾉ；1954,London,1Ｗ)1．illt(､(１Ｍ.NewYork， 
１９７９，１)I〕､2０
４７脈（ﾘﾉ'"ﾉ･比ﾉで(/Ｂ(、Ａｕ／ﾉﾉ'(ﾉi(',ＡＩｌＭｍｌｉ(I(Ｉｒｌｄ
（〕ﾉｌｊ'1((，Ｓｌｲﾉﾉﾉ)ﾉP"ＩＣﾉＭ(【／Ｃｈｒ"･従ハ２５Ｖi(Pt()ria，ＰａＴｔ
ＬＮｏ.]3.1,1).19-20 
５１（ｉｌｌｇ，Ｖ()１．１．Appendix，１〕､626
６１(iIlg，７ルノノO"gAo"ｇＢｍ"/Ｉｉﾉｌｲﾉl(?ＰＣﾉｿﾞo(ﾉQ／
〃lﾉﾉ〃j(【ﾉﾉs"Ｉ（(〃〔ノWbl71895-10ﾉ８，Ｖｏｌｌｌｍｅ２，ｏｆ
ｌｌｌ(PⅡist〔〕rvofllollgkoll宵all(lS111lllgll8liBankillg
CorI)Cl･iltioll,Cambridge､１９８８（u1〈，Ｉ《il】9,Ｖｏｌ
ｕｌＭ２と61＃す)，Tal〕IC10.8.1〕､588
７１１１i卜'１珊也「災系国際銀行とアジフ'，l890-l913
fIi（`l）」（『統営志林』４１．４．２００５ｲ'２１１１）ｌ〕p､９－
１２参I|<(3
81(i119,V〔〕１．１，'｢able5.5,1)15Ｌ'I1abl(p10.3,p､
３４７ 
(）Lctl(ｗｌｌ･olntllcChairmall，tbcChartere(ｌ 
Ｂ８ｌｌｌｋ，ｔ(DSil・’9(Iwardllamiltoll，（}ＭＤＴ】でasury，
（1aI〔！(ＩＭａｒ(､１１９，］904およびLcltcrfrolnW.Ｔ，
W1lil〔911(ＯＩＩ(I，ｔｏｔｈｅＵｎ(Icr-Sc〔ｗＰｔａｒｙ（)ｆＳｔａｔｅｆｏｒ
｝1〔〕I〕l〔ＰＡ１ｆＩｌｉｒｓ,ｄａｔｃｄＪｕｌｙｌ６，１９０１ともにＴｈｅ
〔lllil(llMl11Lil〕raTy,Ｔ]ｌｃＣｉｔｙｏｆＬ()11〔ＩＣ、所蔵。未
Ｗｎ１ｌ１ 
ｌＯイ｢)|:寛治，「イギリス植民地銀iT群のＩＩＩ編」（東
京大学『締而学論集』1979年'1ノ１，１).２９
１１Ｋｉｌｌ９，ＶＯＬ１，])．２７９ 
１２sI)al(IiIlgザＷｉｌｌｉａｍＦ.．Ｅ〔ＩＳＩ(ＷＪノhrh("ｌｇｃＣｌ"･‐
ノｗｌｆＷ"ﾘｲﾉﾉｲY'Mlce，３，』ｃ〔１．．Ｌｏｌｌ(ＩＣ】１，１９２０，Table
fa(･ingl).29Oなお，この表によると銀(I1i格低落の
｝ルンドが終わったのは，1902ｲ'1（(Iillll平均価格
24.0()25ペンス）であり．以後，１９１４年までの極
大は1906〈|：（同30875ペンス)．極小は1909年（同
２３１i875ペンス）であり，銀価格はこの''１１を往復す
るようになった。
l3lIli付|M1山「災系国際銀行とアジア．1890-1913
イ|：（１）」（法政大学7経常志林』‘10.2,2003年７
１１)，１〕､１３参１１(Ｉ
１４Ｍｉｌ(､k(l11zio，Comptoll，フルル((/ﾉ"ｓＱ／Ｓｉｍc'〕
Ｌ(〕､(|〔)I]，1954（reI)rillt()(}()(liti()11,1979)．Ｉ).162
15水ilr藩子『フィリピン銀行史研究」御茶の水書
〃;，２００３．１〕l〕､83-85
１１(ｉｎｇ，Ｆ１､ｌｌｎｋｌｌ．’Ｌ’７ルノノoﾉｌｇ/fo'１月ノ〕("lﾉｅｉｌｌ
Ｌ(I(Ｐﾙﾘﾉ〃ｊｆｌｌＣﾉ!i'1α186`ノー’００２，Ｖ()IlIm(､１（)f
thcllistol･ｙ（〕「ｔ}〕eHollgkollgaIl〔ＩＳｈａＩｌｇｈａｉ
ＢａｎｋｉｎｇＣ()11)oration，Ｃａｍ}〕Tl〔１９(､、Ｃａｌｎｂｌ､idge
UIliwrsitylJlPss，1987（Iス下，Kin９，Ｖ()１１と脇
す)．Tflbl〔13.5,1).９５
２１１()I】席ｋｏｌｌ円＆Ｓ１〕ａｎ月ｈａｉＢａｌ１ｋｉｌ１Ｒ（?()１１)oratiolI
が，ｉＭＱ(ﾉ)街称（締りを含む）である。Ｉ(iIIg,ＶＯＬ
１，１〕11.67-69なお銀行の1'１１刊名は，1888(lこから[瀧
豊銀行（ⅡuiFollgYillHang）に統一された⑤
KillgJ(】(P.ci1.
3たとえば，ノFoVα／ＣﾉｌａｒｌｃｒＱ／（ん,（ｿ,(J'･胚ｒＰｄ
Ｂ〔【,IAQ／/"(ﾉﾉ(１，，M1srra"(７，（''1(ノ（ｿliﾉﾉ(ＬＩ７Ｖｉ(，.，
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4４英系|倒際ｉｌｌｎとアジア，1890-11)13(|：（６）
１６数字の１１１１ﾘ｢は．ソル〃("'ﾉＩＣﾉ.s,ﾊﾉｲ(“巧/"〔,斉号≦
各年１２１１;ｌｌｌｌのｌＢＳのjll処H1余の蚊`ｉ:と!L1該'1:の
｜(llMWj定にフパさｵ'ている為什''1甥（;I《ンド巡配当
金の銀ドルへの換算ll1jI)）で'恥１１ンドに換煎した，
l7illilllW山「英系ljl際ｊ１ｌｉＴとアジア（`I）Ｉ（法政
大学『雑i9i･志ll6I11．‘１，２()05('２１１１，１).１５参||(し
なお，マキノンド|:については，MllIll･(),Ｊ・Ｆ(〕r})Cs，
ＭＪ'．〃ｉ"(〕ﾉﾉﾉl(('ﾉ7"･由(?("l(ノノツ"lﾉﾉｨﾊﾞﾘ,SlllIolk，１０１１宵一
｜〔'11(1,2003がiirlilllかつりUUliあるｸ)|ﾘrを/ｊえている。
１８１《81111,,11)(IlIllr(1,7ル()I"Ywl(W'ＳＩＩ/(ﾉﾉ''1Ｍ,S11mllg-
l1ai，1927,1〕､8'1
1911siao↓illl〕g-liIl,(ﾉﾉli'1(店ハ〕(，ｊAl'17>w(ﾉ〔，S(仏
【islj(､s，ノ8(j`ノーノ9`/0,Cnllll)1.i(１９F，Mllss.，１９７１．１)I〕・
ｌ７７－８ 
２０ＷＩｉＨＩＶｌ也「英系'１１際銀行とアジフ'’１８()()－１９１３
年（５）」（『経↑!↑志林』，'１２．’１，２()I)(lil21)l）ｌ)I)．
28-30 
2111SIB()(】r()111)Ar(､}liv(､s｣()11(1〔Dll山()111↑36｣
２２１兆IMz(､１，Ｍ811.kｕｓ八．Klll〔１ｓ(､11wlIrz(O１．，Oskar，
ⅡﾉｨJcml"Ｗｗ（ﾉPﾉ・ＷＰ/(，Bllll〔１１Ｖ，StlltIg81rI，１９９２，
IDI〕､１５３－４
２３この，［２，()OIL200の（illHi証券(ﾉ)うＩ)，r2500OOO
はイングランド銀行にＫｉ託さＩ'ていた。こオlは、
｜汀１行から４１１１郷了越を受ける隙(ﾉ)ｌ１１ＩＷこ11｜いること
ができた。［408,1()0は，クラiンン・エイジェンツ
Ｃｌ･ｏｗｌｌＡｌ:(,,ＩＩＳ（l:lifi領とインドを除くウWilも地
のために，物fT訓述，寅金iJ1述などのサーヴィス
を請け(１う独立iﾉ:人である）にiiiil{）されて，喬港
などでの銀行券発rjのiVl(術に充)'ｉされていた：r
L75L100は．ウェストミンスターjllriにβi託され，
この''１(ﾉ）・流iilH券（浮動iil}券11,)ilt(lr5）は，同行
からのコール・レートでの１冊り人ｲlの机Ⅲ｛に１１ｌい
ることができた，rMO,()00は，ビル・ゾローノＪ－
に預託ざ川これはすべて・Wi(iil};券であり．１０（
１）人ｵ'た二'_ルfT余の'11保に充11iされていた‘［
413,000は．’ソェストミンス徴一ｊｌ↓行におけるジヤ
ヴァjlliTの［'''1に爪訓さ北(いた：これは，すべ
てコンソル公ｌＩ１ｉと災政府《l{命iil[iil}であるが，ジャ
ヴァにおけるifi:i＆」:海釧行文ⅢＩｉが，ジャ'ソァ銀行
からＩｌｆり入れをするためのlIIhLとさ’【，またアム
ステルダムの術級銀行であるホーゾ|附会Ⅱ〔)IDG＆
ＣＯ．宛の銀r『為什振１１１のための机(ＩＩＬとされた（ジャ
ヴア銀行・ホープ|Ni会との関係についてＩＩＬ・llSBC
（１１.ollI〕Ａｌ･(､11iv(､３．Ｌ(〕11(I()11ⅡpBllnkllistorv，PC 
L()l](I(〕】Ｉ（)｢『i(､(ｐＢ〔)ｘＮ()．８，Ｌ(DII(I(〕I10lfic(ＤＩｔｃｍ
Ｎ().12,1,lllsl〕〔ICI〔〕】･'ｓｌ((bI)()ｒｔｏｌｌｌ１ｌ(､Ｌ()11(lolu（)ffi〔PG，
３１皿Ｉ加(･(11111)(’１．１()17,1).５による)。［34,000は，手
元に雌ｲiされてい上
２１１１ISI)(plvt()r`Ｓｌ((０１)o１．ｔ（)'’111,、Ｌ()I】(ｌｏｌ１（)ffi(PG，３１郡
I)o(PMI})(91.,11)１７（ｕ「，lnsl〕c(．'()1.0ｓl(Cl〕ort,Ｌｏｎ－
（lo'１，１()１７と１１Nす)，Ｉ)1〕.`１－５
２５１Ilsl〕〔､(､t()l･`ｓＩ((､I)()1,ｔ〔〕Iltll('Ujoll(IollO【『ice，６１ｈ
ＮＯＷＩ〕１１〕(’1．，１９１１（Ｌ(DII(1(ＤＩＩⅡiIIllllkllistory,Lon‐
（ICI）（)ffi〔､(！｝〕()ｘＮｏ．８，Ｌ()11(l[)llOlTiTelt〔ＵｍＮｏ，
125,ｕ「ではIllsl)ecto1.,ｓＲ(､1)(〕rtJoll(ＩＣＩ1,1911と
略す)．Ｉ〕・lo
261I1sl)0ct()１．，ｓｌ((D1〕ort，Loll〔1()】l､１９１１，１〕」ｌ
２７１１ｌｓｌ)ＭＯＩ･ＯＳＩ(〔９１〕o１．１，Ｌ()11〔I(DIl、１９１］，ＩＤ,ｌ２
２８１ｎｓｌ)(､(･（()1.0ｓＩ(Ｆ１〕CTI，Ｌ()11〔1()１１，１９１１，１).l2
2911Isl)(､(･（()rosI(（１）o1.t｣()11〔l()11,19]7,1)｣l
301Ilsl)(ｗｔ()ｒｏｓＲ〔01)o1.t，Ｌ()11〔1()11,1911,1)」6
31111sl)(､Ｃｌ()r`sRcl)o1.t↓()n(1()11,1911,1〕｣8
３２１ＩＩＳＩ)(､(vl()1.0＆１(〔､1)()１．t，Ｌ()１１(I()、'１()１１，１).l９
３３ＩｏＣ（iL 
MInsl)(!(vt()1.,ｓｌ(Cl)()１．t，Lol〕(|(〕】１，１９１１，IL20
351nsI)[､(Pt()１．１sl(Cl)Cl･tJ()11(I(〕11,1911,1).21
36111sI)(!(､t()1.1sR(11)()rt,1911J()11(1()11,1).22 
37C1Mll)ｍｌｌ１ｌ,Stallloy,ｿﾙﾉ</“〔リハルで/lα'1tＢα'1卜
ｊ"月，Ｌon(1()11,1981，'1,111〕1(､７．２，１).１２１
３８１)|(､n(lprI(Cl)Cl･I，〔１Ｍ(Ｍｌｌ６ｌ'’’九(､CII]1)Cr，１９１６，
BlDl)，1917,Ｃ(１．８１３０（以卜I〕l(､11(ICI･I《Cl)orLl916
と略す)，Ｉ).８
３９１)l(､11(1(､1.1((､])o１．t，１９１６，ＳＩＤ〔､tiolll2、Ｉ).６
`IＯＳＩ)tll(lilll;，Ｗ、Ｆ､‘Ｆ(〕1．(Diglu｝〕l･all(､１１１)ａｌｌｋｓａｓａｌｌ
ｉｌｉ(１１(）Ｉ),､itis1，（､(),,】、(P,.(,(1,,ノノ(",ルP'.s,MIguzi,,＆
１九Ｍ1lb(０１．．１９１２，
（l()．’'1,1]〔Il9sla1)1isl1I]l(OlltilII(Ｉ（lrowI11ofForeigll
Brallr1IIlllI】kSillLoll(I(〕１１，，ﾋﾞﾉ()lｲﾉＭ１Ｑ/(ﾉＩＣＩ"Sti-
l”(l//)(』'1ｈＦ'.s,Ｎ()v(､IUll)〔'1.,1911
４ＩＳＩ)lll(Iillg，Ｗ、Ｆ､，‘'1,1】(､Ｆ(〕r(Dil:nIlwlllchBanks
illlIlIllH1llIl〔IIlIl〔IthOil・Iluf1u(､Ilc(、（〕ｌｌｔｌｌｅＬｏｌｌ(loll
M()11(､ｙＭａｌ、k〔！t､，ノゾ(･()'1()"【i(ｗﾉ()l"･ﾉＭｌ,22.88,Ｄｅ－
ｃ(､1111)(Ｄｒｌ１ｌＩ２，１).62,1 
421Ⅱi卜ｌＩＷＬ「英系１１１際jllrjとアジア，l890-1913
iI：（１）」（『経↑;↑志休」11．Ｉ．2005〈Ｉｆｌｌ~１，１)l〕､６－
７参ＩＭＩ。
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経櫛志林鋪`13巻２)ナ2006イド７１１４５
４３西付|M1山「英系'11際j)(行とアジア．1890-1913
年（５）」（『経徹志林〃12．’1.2006ｲＩｉｌ)１，１).１３
において，［ｔｉｌＩでは，1909〈|§から利付手形のj(!立
て業務が急｣櫛し，１９１１〈i：以後にはＢＳ総i;|の過半
を占めるにいたっている｡」｜LL，ここで［ｆ１ｌ付
手形」としたのは３Ｆ昔の識()であり，水ﾉ,Ii111jjと取
立為替とすべきであった。そこには，ｲﾘ付下形の
ほかに，水ＩＩｉの与えたり|受信１１１により災|］など欧
米の輪１１１業背が帳lllしたチヤータード２１(行宛i)|受
手形とlnlじ金額の対アジア輸入錐背の[)／Ｐ糸１１：
での荷為替手形の取立てが合まｲ'ている。オリジ
ナルのり|受手形は，クリーン・ビルでありロンド
ン割ijlTli場で直ちに(I;11りり|かれる。そして，その
支払Ml1l1Mi(〔前に．対アジア荷為勝手形の支払が行
われて，チャータード銀行本l1iに送金ざオ[てくる
のである。
４４１】ＩＳＩ)cctorisRcI)Cl･ｔｏ】〕IlnmburgAgency，ＮＣ‐
vembel･'911,ＩＩＳＩ〕CGroul)Al､chivcsL()】l[ICI】Ⅱ,
Ｂａl】kllistory，Ｌ()11〔lonOffi〔ＰｅＩｌｏｘＮ().８，Ｉｔｅｍ
125,1).３（以下．Ｉ】ISI)ectol･QsRel)o１．t，ＩｌｉｍＤ１)urg，
1911と略す）
45111sl〕ectol･↑ｓｌｍＩ)o１．t，IlHlml)111.9,1911,1〕､５
４６１１１sI〕cclol･'sRcporL,llal】１１)u1.9,1911,1〕､６
４７１１１s！〕cctol･'ｓＲｃｌ)OTL，llaml〕llrg，１９１１，１〕､６
４８１１１sI〕cctor,ｓＲｃｌ)OTL，IIambu１．９，１９１１．１〕､７
`l91nspcctol･'ｓＲｅｌ〕ort，Hanlbu１．９，１９１１，１〕､８
５０１IISI〕ectorOsReI〕ort，Ｈａｍｌ〕u１．９，１９１１，１)I).９‐1０
５１１１】spectol･osRel〕ort，Ilamburg，ｌ１ｌｌｌ，I〕」２
５２１１１sl〕ccｔｏ1..ｓRCI)ort，llamburg・’1)１１，１)lI
53DeIlzel8ln〔lScllwarzer,Ｃｌ).Cit.，！).１５'１
５《llnsl)ectorOsRel)ｏｒｔｏｎｔｈｅＳ}ｌ８ｍｇｌｌｌｕｉＢｌ･alIcl】’２
Ｍａｙ１９１１，１１ＳＢＣ（】roul）Ａｒ(plliv(ＰＳ，ＳＩＩ(｝Ⅱ，Ｎｏ．
７０（以下，Illsl〕ectorosRcl】ort,Sh2M1ghai、１９１１と
略する)，ｐ､２
５５１JISI)cctor'sIRcI)Cl･(，Shal】gh8li，１９１１，１).３
５６１１１sI)cctorosRcI)OTL,Shanghai，１１)１１，１).３ 
５７１nsIxxBIol･ｌｓＲｏＩ〕Cl･し,Shanghai，１９１１，］).５
５８１１１s])cctol･ＩｓＲｃＩ〕o１．t,Shanghai，１９１１，１).５
５９１，sI)ectol･ｉｓl(Cl〕(Drt,ShaI1ghai，１９１１，］).5
601910f1iのゴム株バブルとそのliljll1については、
次の文献を参１１((せよ。’Phomas，Ｗ、八・，Ⅱ/Ｗα･〃
Ｃ〔I"it(Jlis"ｕｉ〃CAi"α，Ａｌ(Iorshot,２００１，Cll8uI〕､８
本野英一『伝統【'１|劇iii業跣ｌｉＦのル|域」門大lll版
会．2001,ＰI〕､250-285
6lこの」:iilj適合に対する外銀の救済脇fTについて
は，外務１４Tjmi耐Ｉ､）Tjm商雌蕊』ｌⅡIifi`ｌ３ｆＩ{59号（１０
月25[|）および61号（11月251]）に詳しい経緯が
説Ⅲ1されている。
６２IIlsl〕⑪(Pto1..ｓＲＣＩ)ort,ShalugllH1i，ｌ９１ｌ，Ｉ)」８
６３１１】sl)(x?to1.05RCI)ort,SIlIlllgllai，１９１１，１〕-20
61MackeM〔9,ＣｏｍＩ)ｔｏｌ１,H(?(l{"l綿q/Siﾉ!'〔?';Ｌon(]on，
195`1,1．Cl〕Til]t〔ＸＩＣ(litio】１，ＮｅｗＹｏｒｋ，1979,1〕､５５
６５lrllMｲ１１夫『llSBCの桃IiWJ断火|【|:，２００６，１).８，
ｐ・lO
66iUi付IHI山「英系lfl際銀行とアジア．1890-1913」
（『緑徴志|；|ミル12.4,2006（|:ｌ)１，炎５．１２．１)p、
20-24参1M’
６７１（iI1g，ＶＯＬ１，１)」５７
６８１《iIlg,ＶＯＬ１，１).I63
69Killg1VoLl，Ｔａ}〕1Ｃｌ`1.2,1)1).５４８－５，I9
70Kil1gi,ＶＯＬ１，１).535 
71Ｋｉｌｌｇ，ＶｏＬｌ１Ｉ).537 
72Ｋｉｌｌｇ，Vol、２，１〕､361
73Ｋｉｌｌg｢,ＶＯＬ’’'1,aI)IC8.3,1〕､283
7`１１(ｉｌｌｇ,Vol・’’'1､able(Ⅲ１，１).309
75ｉｉ１１ｌｌｉｌ８船ＩＷＩＩ(Illについては，］《ing，Vol、１，１)．
１５７：1874ｲﾄﾞの純ilfは，ｌ(iIug,Ｖｏ]・’’'1,8lbＩＣ6.3,1)．
195による。
７６ＫｉｌｌｇｎＶｏＬｌ，'1､al)ＩＣﾙ1.2,ＩＤＩ).Ｍ８－９に対応する
もののみ：
７７災;|（ンドと香港ドルの'１１１の為滕|{１場は，King，
Vol・１０'1､al)ＩＣ８．２，１).27`ｌおよび'１，able9.3,ｐ､308
に与えられている。純lMEと発行116は，Ｉ（i,１９.Vol、
’’'1,,1〕1ｃ8.3.,1).283と'1,a})ｌｃ９.`1,1).309に香港ドル
巡てで示されている。
７８Stone，lwing・ＷｌｃＣ化Ｍノ此ﾉﾉor（ｑ／Ｑ７ｐｉｔｕｌ
βo"ＩＣ'９(?(』ｌＢｌ？（(Iill,ノ865-ﾉ,ﾉｲ,Ｌon(1011,1999，
'1､llble30l，I〕I).375-7
７９L6vy-L(P})oy(F1.，Mallri(ｖｅ８ｍ(１１〕oul､guignon，
Ｆ１･llI1C⑪i筋，ノＥ(，(ＪＪｌｏ"Ｗﾉﾏﾔｗ〃(｡(ISi(ク（IIlXIXsibclc，
ｌ〕811､is，］985,'[､８１１〕1cal’八一Ｖ，l).小ll
8011of｢m8ll1Il,Walth⑪．(ん"((sWnTAs(l""deJ･
皿【((ＳｃルノＪＷｉ'･（“/ＷＵ，ｌ〕Ｃｌ･1in，1965，'1,abclle43，
ｐ２６２ 
８１オランダINiIli銀行のオランダ名は，Ｎ(?｡(wlands-
ch〔PIlall(lclmaatSchaI〕l)ij・英i;/i名はKeUlel･lands
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ていたと書かれている。たとえば，発行価格が額
面100に対して，９８であれば，中国政府の手取は９４
でなくてはならない，というのである。それは，Ｈ
ＳＢＣの発行手数料が１ポイント，リ|受シンディケー
｜､の手数料が１＋ポイント，Pamnure,(}ordoll社
（証券ブローカー)手数料÷ポイント,印紙税十ポ
イント，ブローカー手数料ナーボイント，印刷費十
ポイントという内訳であった。だから，ＨＳＢＣの
証券発行益は，発行手数料が額面に対して１発プ
ラス引受手数料のうちで，ＨＳＢＣが引受けた部分
についての受取分、プラス引受けた｢'１国債の事後
の売却益である。
９４日本政府の外債発行については．鈴木俊夫の詳
細な研究がある(ToshioSuzuki,cﾉ､ﾉ〕α'lcsPCoucFル
ノ"c'ＭＬｏｕ〃／SslZPsolltAcLo'ldoluC(ｍｉｍノＭｍ･Act
／8m-I91aLondoll,1994）があるが，特に同書の
Apl】e､(1ｉｘＢ－Ｄには．政府，市，企業の外債の－
件ごとの発行条件，発行背が明示されている。そ
して，脚注が付されていて．ロンドン以外での発
行も把握できるようになっている。なお，鈴木の
この著書は，・次資料によるもので数字は正確で
あると.1,1Aわれるが，Stone，１１．vi11g，ＴｿICC/obnノ
ExpoパＱ／Ｃ(xpitU/,Ｌon(lon、1999による英国の対
日資本輸出の数字とは，必ずしも整合しない。ス
トーンの著書を安易に利11]することには，ある程
度の危険性があることを，教えている。
９５Ｋｍｇ,Vol､２，１).６２ただし，１１Ｋ＄2.7百｝jの災
ボンドへの換算は，1906年６月の香港ドルの電信
為替ｲ|]場である２１＝11Ｋｓ9.5525を|i]いた。この
｜{1場の出所は次の通りである。DenzelalIdSch-
wa1･zc1．,ｏｐ・Cit.，ｐ」08
9(加善後借款発行国際銀行シンディケートの中の英
国銀行ｌｉは，l912fr12月14日に改;l'され,そこで
のIlSBCのシェアは33外，ペアリング商会25％・
ロンドン・カウンティ．アンド・ウェストミンス
ター銀行14兜，パース銀行14％，Ｊ・ヘンリー・シュ
レーダールl兜とされた。King,ＶＯＬ２，１).495
97ロンドン大学スクール・オブ・オリエンタル・
アン｢・アフリカン・スタディーズ図書館には，
アディスの書簡，論文など大量の資料が所蔵され
ている。その巾の次の資料は漢ロー広東鉄道．漢
’二1一四111鉄道の建設についての借款（湖広借款）
に関するＨＳＢＣとフランス・ドイツの政府当局背
TradingSocietyであって，オランダ商事会社と
いう意味である。これは．この銀行は元来は貿易
会社として設立されたからである。しかし，1911ｔ
紀後半には純粋の銀行になっていたので，ここで
はオランダ商事銀行と訳す＝
８２第二次大戦前の中国経済にとっての鉄道建設の
意義については．次の文献を参11<(せよ。IIuc1Ic-
mann，Rall)}ｌWilliam，７脈、'･ago〃α"。ｔハｃ/ｍ〃
ノノ01．Ｓｃ,Ｃａｍl)ridge，Mass.，1984
831895年４月のロンドン宛`1ヵ月物手形の相場で
あるｆ］＝6.667｣二海両で英ボンドに換算。’１１場の
｜{Ｉ所は，Denzol，MarkusA､ａｎ(lSchwarzcl､,Ｏｓ－
ｋａｒ，WtJcﾊﾉwlge〃。〔?'・ＷＰ/(，Ball〔１１Ｖ，Stuttgart，
１９９２，１〕､153
84Ｋｉｎｇ，ＶＯＬ２，１).322 
85ＫｉｎｇｈＶｏＬ２，ｌ)I〕.291-2
86KiIIg，ＶＯＬ２，１)l〕､264-272
８７Ｋｉｎｇ,Ｖｏｌ２，ｐｌ).275-283 
88Ｋｉｎｇ,ＶＯＬ２，１〕p､283-291
89King,ＶＯＬ２，１)２８２キングは，ネットの0.87％
であると書いているが，これは，滴国政1((f手取り金
Ｅ15,040,000に対する比率であり、ＨＳＢＣはその半
分しかロンドンで発行していないので，正しい比
率は1.74船である。
９０King，Vol、１，ｐ､481又，為替IIl場は，Dellzel
an(lSchwarzer,Ｃｌ).Cit.，ｌ).105 
９１Ｋｉｎｇ,ＶＯＬ２，ＴａｂｌｅｌＬ１，ｌ)I).２４１－２１１５ただ
し，原表の中の1995年の分であるロシア＝フラン
ス・シンヂケートによる第一回賠償１１'国債400而万
フランを差し引いた≦
９２Ｋｉｎｇ１ＶｏＬ２，Table５．１，１〕.312,'１，able6.2,1〕､377,
Table8.1,1)I).454-5ただし，これらの表でＢｒi‐
ｔｉｓｈ＆CllineseColl)orationまたはChincscICen-
tralRailwaysとの共同発行と書かれていたものは，
すべてllSBCの単独発行として扱った。これらの
会社は，ＨＳＢＣとジャーディン・マセソン社など
との合弁であり，ＨＳＢＣのシェアを考慮してＨＳＢ
Ｃ発行分を計算すると，ＨＳＢＣのシェアはさらに
小さくなるが，ＨＳＢＣは，発行の主幹事として働
いたので，ｆのような扱いをした。
９３King,Vol､２，ｐ､361には，アデイスは．’'1国債
の公衆への発行価格と中国政府手取り余の１%]には，
少なくとも４ポイントの差が必要である，と考え
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および銀行との交渉の経過を示す貴並な資ilslが含
まれている。資料番号は，PPMS14／359である。
湖広借款に関する国際銀行シンディケートの成
立は，清朝崩壊後の財政製１１１１のための善後備款
ReorganizationLoanの発行のための国際銀行シ
ンディケートに発展したので，特に重要である。
なお，湖広借款，善後借款をめぐる動きについて
は，次の文献を参照せよ。Ｅｄｗａｒｄら，Ｅ､Ｗ､,`Ｔｈｅ
ｏｒｉｇｉｎｓｏｆＢ１･itjshfil1allcialc()-Cl)erati()１１Wit}］ 
Ｆ１･anccinChina，１９０３－６，，Ｅ'IgljsハＩ/ｉｓ【()ｒｉｍノ
Rcuic【し1,ＣＣＣＸＸＸＩＸ，April，1971；Mcleall，I〕avis，
‘Chineserailwaysan(ltlleTownleyAgrcemellt 
ofl903､，Ｍｏ化r〃ＡＭＪ'IStI(dIiFs,7.2,1973;Davis，
Clarc1]“Ｂ､，`Finallcingiml〕erialism：Ｂｌ･itislIan(ｌ
Ａｍｅｒｉｃａｎｂａｎｋｅｒｓａｓｗｃｔｏｒｓｏｆｉｍｌ)erialexpan-
sioninCllilla，1908-］９２０，，Ｂ【(silicss／Iistoハ，
Ｒ“i“),56.2,Ｓｕｍｍｃｒｌ９８２ 
９８両村閑也「英系国際銀行とアジア，1890-1913
年（４）」（法政大学『経営志林」４１．４，２００５年１
月，ＰｐｌＯ－１２参照≦
９９Ｋｉｎｇ,Vol，２，ｐ､495 
1001〈ｉｎｇ,ＶＯＬ1．footnotetoTll}〕l(19.9,1).328
101中国の輸入額の数字は，HsiaoLiallg-lin,ＣＡＩ"〔lIs
ForCignnTIdeSmtistics,186ノーI,似Cambl．i(lge，
Mass,，I)p,２２－３，１〕p上１８－９
（本論文は平成13-16年度科学研究費助成金基
盤研究（B）ｌ機関番号11301課題番号13430020研
究課題「ロンドン金融市場とアジアにおける国際
銀行業の展開（]870-1930年)」によるID}成をうけ
た｡）
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